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４．少年自然の家

連絡先等

平成17年度から県直営（管理補助業務を外部委託）

初期建設費 　３．３億円(S49)、　冒険の森活動施設、ケビン棟新設　０．８億円(H3)、
新館（管理・研修棟、食堂・浴室棟）開設　２．４億円(H7)、　｢すばるの森｣（宿泊棟を含
む）整備　３．８億円(H8)、　野外炊飯棟　１．２億円(H11)、　宿泊棟～体育館渡廊下設
置　０．１億円(H17)、耐震強化工事０．９５億円(H25)、浴室濾過装置設置工事０．２８億
円(H25)

①小学校宿泊体験研修の支援。
　・プログラム立案支援をはじめ、各校の目標達成に向けた研修支援
②多様な団体・個人による研修の支援。
　・子ども会、スポ少、部活動、通学合宿、勉強合宿、高齢者サロン
　・職場研修、講演会、講習会、大学ゼミの学習会、民間や行政の主催事業
　・保育園や幼稚園のお泊まり保育や遠足、親子活動
③主催事業との実施。
　・家族を対象とした交流・体験活動（チャレンジザサマー、森と海のつどい、家族で楽しむ野外活動）
　・子どもの自立と生きる力を育む事業（ジュニアキャンプ、子ども探検隊、中学生リーダー研修）
④近隣施設と連携した研修の提供。
　・アクアス環境学習、B&Gカヌー体験

敷地面積１３３，２８０㎡　　総延床面積５，９９１．６８㎡　　宿泊定員１８１名

　小学生を中心とする青少年に、学習及び交流の機会として「自然体験」や「共同生
活」、「宿泊研修」の場を提供することによって、心身の健全な育成を図るとともに、あわ
せて県民の教養及び文化の向上に資することを目的として設置されている。
　小中高校の学習指導要領でも、特別活動の中で、集団宿泊的行事として、自然や文
化等に親しみ集団生活の在り方などについて望ましい体験を積むことが求められてお
り、その受け皿となる教育機関（地方教育行政の組織及び運営に関する法律）として、
また、「社会教育法」に規定された社会教育に関する施設として、「島根県立青少年社
会教育施設条例」に基づいて設置されている。
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１．利用実態  

（１）団体別利用状況  

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度(２月末) 

人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数 

社会教育 3,153 78 3,984 127 3,360 112 

社会生活 442 31 754 22 509 24 

企業 66 11 26 10 26 11 

学校 7,292 196 7,577 175 6,628 155 

（内 小・中・高） 5,840 153 6,016 136 5,482 133 

（内 保育所幼稚園） 1,155 24 1,337 24 909 22 

個人 512 51 714 37 86 21 

その他 0 0 0 0 340 2 

主催事業 2,075  1,742  2,049  

計（利用実数） 13,540 394 14,797 356 13,029 314 

研修者数 26,371  28,006  24,558  

※ 利用実数；宿泊実数＋日帰り実数 

研修者数；宿泊研修者数｛宿泊実数×（泊数＋１）｝＋日帰り実数 

 

（２）年齢別利用状況  
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 (注)上記平成２５年度は平成２６年２月末現在 

 

２．研修内容  

（１）参加者の多い研修               のべ 44,826 人  （複数カウント） 

冒険の森 5,800 スコアオリエンテーリング 1,534 

炊飯活動 5,438 キャンプファイヤー 1,519 

火起こし 3,366 浅利富士登山 1,139 

肝試し 2,174 木工作 791 

キャンドルのつどい 2,020 その他 23,781 
※ 複数カウント・・・同じ団体（個人）が２つ以上の研修をした場合はそれぞれにカウント 

(注)上記の利用人数は平成２６年２月末現在 

 

（２）モデルプログラム(対象：各市町村子ども会連合会等 )  
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　◇　プログラム構成のポイント

★　プログラム立案支援（社会教育主事が学校訪問）を充実し、両者で効果的なプログラムを作成することに努める。

★　仲間と関わるグループワークトレーニングを取り入れ、段階的・発展的にチームワークを高めることをめざす。

★　プログラムを通じて、仲間との関わり方や次にどう生かすかなど話し合う「振り返り」の時間を導入する。

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

オリエンテー
ション

３．長期集団宿泊体験活動　モデルプログラム

「望ましい集団づくり・人間関係づくりに効果的なプログラム(3泊4日）」

夕食 夜の活動

ナイトハイク
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冒険の森MAPづくり）
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冒険の森フィールドアスレチック

創作活動

振り返り

退所のつどい

退所

炊飯活動

責任、自己有用感、仲間との達成感 

創意工夫、自然への興味・関心 

自然への興味関心・体力作り、集団作り 
人間関係づくり 

思いやり、協力、創意工夫 

集団づくり 自然への興味関心 

自然への興味関心・体力作り 

責任、自己有用感、仲間

との達成感 

人間関係づくり 

人間関係づくり 

人間関係づくり 
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少年自然の家体験マップ 


